
図1　熱等価回路
放熱器を取り付けたときの半導体の温度を簡単な計算で求められる．
それぞれの部材について熱抵抗という値を求めておけばよい

図2　熱抵抗の計算例
実際の熱等価回路は，温度上昇を求めるというより，温度上昇の上限
から放熱器に要求される熱抵抗を逆算するように使う
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　熱のふるまいは，発熱体や放熱器を「熱等価回路」
に置き換えると見えてきます．
　等価回路を作るのに欠かせないのが，熱の伝わりや
すさを表すパラメータ「熱抵抗」です．
● 放熱器の性能を表す熱抵抗
　放熱器の性能を表す代表的な値として，熱抵抗Rth

［K/W］があります．熱抵抗は単位消費電力P［W］
あたりの温度上昇ΔT［K］で表します．消費電力P
が同じ場合，熱抵抗Rth が小さいほど温度上昇ΔT も
小さくなります．つまり，熱抵抗Rth が小さいのは高
い放熱性能を意味します．

Rth ＝ΔT/P  （1）
● 電気回路に置き換えると理解しやすい
　熱抵抗［K/W］は，電気抵抗［Ω］に，消費電力［W］
を電流［A］，温度［K］を電圧［V］に置き換えて考
えます．
 熱抵抗［K/W］　→ 電気抵抗［Ω］
 消費電力［W］　→ 電流［A］
 温度［K］　→ 電圧［V］

● 放熱器と発熱するチップを回路で表す
　半導体素子に放熱器を取り付けた場合，図1のよう
な直列回路で温度上昇を考えます．各数値には次に示
す関係があります．

● 放熱器の仕様を決めてみる
　図2に示すように，周囲温度TA ＝25 ℃，ジャンク
ション温度TJ ＝90 ℃，半導体素子の消費電力P ＝
25 Wを満たすような放熱器の熱抵抗RSA［K/W］を
求めてみましょう．ジャンクション−ケース間熱抵抗
RJC ＝1.0 K/W，ケース−放熱器間熱抵抗RCS ＝0.1 K/
Wと仮定します．
　式（2）から，次のように変形できます．

RSA ＝
TJ −TA

P −（RJC ＋RCS）

＝
90−25

25
−（1.0＋0.1）＝1.5 K/W  （3）

　よって放熱器の熱抵抗は1.5 K/Wとなります．
 〈深川 栄生〉

RJC ＋RCS ＋RSA ＝
TJ −TA

P   （2）
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